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海外インターンシップと連携した観光学英語教育� 

ESP教育と学習論の観点から

岩井千春�  

1.はじめに 
2003年からピジットジャパンキャンペーンが展開され、� 2008年10月には観光庁が設置

されて、国策としての観光業振興に伴う海外からの観光客誘致政策が広く認知されて久

しい。近年、大学等の高等教育機関では観光学部・学科が新設されているが、観光学専

門教育が進んだ欧米、アジア諸国と比較すると、日本の高等教育機関での観光業の専門

家育成は遅れていると言わざるを得ない。更に、観光産業の中でも、ホテノレ業界は観光

をサポートする主要な産業であり、特にホテノレ業における人材育成の研究が待たれてい

る。中でも、外国人観光客を適切に接遇する為の高度な英語能力の養成は観光業界の就

業者にとって非常に重要で、ある。

一方で、観光業の専門家育成教育の一環として、国内外の観光業でのインターンシツ

プを教育に取り入れる大学もある。ホテノレ等のサービス業では、職務の遂行中に言語の

役割が大きい為、インターンシップを行う学生は業務内容と共に適切な言語使用を学ぶ

ことができる。特に、外国人応接の場合は適切な英語使用が必要であり、インターンシ

ップと英語教育との関わりが深い。

また、英語教育界では、将来の職業に役に立つ� ESP(English for Specific Purposes 

専門分野別の英語)教育は主要な研究分野の一つである。高等教育機関におけるホテル

業界の為の� ESP教育に関しても、様々な研究がおこなわれている(例えば、� Iwai2010; 

岩井，� 2011;岩井， 2012)。しかしながら、近年、教育プログラムとして取り入れられ

てきているホテノレ業界でのインターンシップと� ESP教育についての関係を議論する論

考はまだない。そこで、本研究では、職場での学習に着目しながら、特にホテルで、の海

外インターンシップと連携した観光学の� ESP教育について考察する。� 

2.海外ホテルでのインターンシップ実施状況

本節では、観光系の高等教育機関(大学と専門学校)で、どのように海外ホテルでイ

ンターンシッフ。を行っているかについて述べる。観光系学部、学科、コース等を持つ、

大学と専門学校にアンケート調査を行い、海外インターンシップの実施状況を尋ねた

(岩井， 2011;岩井， 2012)。

まず、海外インターンシップを教育の一環として実施しているかどうかについては、

観光系専門学校� (n = 17) では35.説の実施率であるのに対し、観光系大学� (n = 55) 

の実施率は18.2%という結果となり、観光系大学での実施率が低いことが分かつた。

また、実施している大学� (n= 10) と専門学校� (n= 6) にその実施業界について調

査したところ、それぞれ最も多い回答がホテル業であった(函1)。ホテルは、業務内

容が宿泊・料飲・案内など多岐にわたり、インターンシップの内容として選択肢が多い� 
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為に、インダーンシップの実姉場所として利用されやすかったのであろう。また、イン

ターン、ンップを通してホテノレの利用客との接触の可栂性が高い為に、タト関での接客業や

接客の為の英語{吏用を経験するのに遮切と考えられていることがその理由として考えら

れる。

陸上海外インターンシップ先の業種(岩井，� 2011;岩凡�  2012から作成)� 
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次に、海外インターンシップの自的について述べる(国之)。インターンシップの定

義は、学生が在学中iと自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験者行うこととさ

れている(文部科学省高等教育局専門教育課，� 2009)。本研究においても、海外インタ

ーンシップの目的として「梅外観光業界の経験j が大学で72.7潟、専門学校で66.初とい

う高い事j合で選択されていた。しかしながら、大学での最多の回答数を得た項目

際感覚養成J(81.8時であり、また、全ての専門学校が「語学力養成Jをインターンシ� 
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ップの目的として挙げ、専門学校全体として第一位の問答となった。大学においても、

江語学力養成jは第三役で63.械の大学が選択してし、る� いずれにしても、就業体験がO

自的であるインターンシップが、権外で行かれる場合は語学力の養成が主要な目的の一

つiとなり、語学教育との関連性の探さがこの調査でも明らかになった。� 

3.学習鵠とインターンシップにおける英語学習

本読では、海外インターンシップを経験することにより、学生がどのような学習をす

ることができるのか、以下で学習論を概観することにより考察する。� 

3. 1学醤諭� 

3. 1.1経験学富論� 

Kolb (1984) は職場で、の学管に者自し、経験学習諭を提唱したo Kolbは、� 4つの段

階のサイクル� (ConcreteExperience具体的な経験→� RetlectiveObservation内省的な観

察→�  AbstractComprehension捨象的な概念、化→能動的な試狩� ActiveExperimentation) 

により学智モデルを作成し、人はこのサイクルを繰り返しながら、職業を通して様々な

経験に基づいた学翠安すると述べたく関� 3)0 それは、職場で具手本的な経験� (Concrete 

Experience) をした後、自分のやで'fiiJ故そういうことが起こったのか、どうしてこのよ

うな結果になったのか等と握り返って内省し� (ReflectiveObservation)、その経験を抽象

的に自分の中で…穀{として期解する� (AbstractComprehension)。そして、次に、よく信

場面に濃遇した時、学習した概念なその場の具体的な場面によじ用して行動する� 

(Active Experimentation)。更に、その行動によりまた新しい経験をして次の学習サイ

クルへと繋がり、学習が継続されていく。このように、この学習モデ〉レは、学習者自身

が考え、どのように行動していくかという鶴人的経験に焦点が当てられているが、その

為、能者や社会文化的保極など、学習容を取り若手く要国からの影響についてはあまり

されていないと指摘されているく松尾，� 2006) 

図� 3:経験学習のモデル 
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3.1.2状況的学習論� 

Lave & Wenger (1991) の正統的周辺参加� (LegitimatePeripheral Participation) は、

習は社会文化的実践の中マより熟練した参加者となる渦組で形成されるとし、う� O 

fヒ的実践とは、ただ、取に「寸ること� Jだけを意味しているのではなく、社会的文脈の中

で諾々な影響を受けながら「すること� j を意味してし、る� (Wenger，1998)。まん、

的弱辺参加は、社会文{ヒ的集団である実践共i稲津の中で行われるが、� Lave& Wenger 1士、

実接共罰体について、必ずしも明穫に定義されたはっきりそれと分かるクソレーブPを示し

ているわけではないが、委主加者の活動とそれが参加者の生活と共詩体にとってどういう

意味をなすのかについて共通の理解がある集団であると誌べるo Wenger 

共闘体はどこにでもあり、人はいくつかの実践共同体に常に所J寵しており、それは、

通の事業を遊行することによって形成された社会的集団であると述べている。本研究で

は、ホテノレ業の為の� ESP教育について論じているが、ホテルを例に取ると、ホテル内

{の名職場(例えば、レストラン、フロント、ハウス今…ピングなど)も共通の事業を遂

行する様々の実践共同体であり、それらの職場が集まって機能しているホテル全体も一

つの大きな実践共肉体と考えることができる G 

Lave & Wenger (1991)は、正統的j藷辺参加について、参加の正当性とは、

実践共同体への婚嬬牲を示し、学習の重大な条件であるだ、けではなく、その学習内容も

規定するという。また、期Jn性は、むしろ讃極的な意味を持ち、初心者で、あっても実践

共同体の活動について何らかの関連性を持つということを表す。また、� Wenger 

(1998) は、特に、「委主力日j を特徴づけるものは瓦いに認知された存在であることであ

り、「参力DJ とはアイデンティティの根源で、あるとしている� O

学習者は所鵜ずる実践共同体で参加していく内に、多くの労力を害IJ~ 、徐々に大きな

責保を持ち、よち困難な仕事を成し遂げるが、それに伴い、学習者

枠内で捺々に熟諌者としてのアイデンアィ� ィが形成されてL、く

(1991)は、この熟議者としてのアイ ィティが重要であり、

りを持ってし、ると述べている。本研究におし も、このアイデンティ

の実践が学官動機に繋がるという ると考える。� 
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3.1.3状況輸のESP教育への応用

実践共同体と� ESP教育のディスコ…ス・コミュニティの共通性については、様々な

研究で議論されている� (Mavor& Trayl隠れ� 2001; Flowerdew，2000; Johns，1997)。デ

ィスコース・コミュニティとは、共通の目的をもった人々の国際的な社会的集団であり、

関じ興味や資格をもった人々が成員となる� (Swales，1990) Swal出によると、そのデQ 

ィスコ…ス� e コミュニティ成立の為の� 6つの条許は、日広く認められた公的な目的、� 

2)相互認濃の為のイ主総み、� 3) 拳加のシステム、� 4) 一つ以上のジャンル{会話、手紙、

論文など様々な英語の撞類)を活用、� 5)独特の語葉、� 6) ある樫悲の知識をもった新参

者の存荘、であるという。

、Mavor & Trayner (2001)は、 Lave & Wenger (I991)の記述から、実践共同

体の特徴として、1)共通の目的、� 2) 参加の制度、� 3) 情報の交換、� 4) 特別な語葉、� 
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5) 専門技術、� 6) 共同体独自のジャンル、が存在していると述べ、� Swales (1990) で述

べられているディスコース・コミュニティと共通性があることを示した。その上で、� 

EAP (English for Academic Purposes二学術目的の英語)教育においても、学習者の将来

の職業の実践共同体に閣連するジャンノレをシラパスに採用し、職業的アイデンティティ

を築けるようなタスクを取り入れたコースデザインを提案してし1、る� 更に、� Mavor &O

Traynerは、学習者が国際的な職場で働く職業人を目指すということは、実践共同体で

の参加者を目指すということであり、� EAPでも将来学習者が参加する実践共同体での

活動を想定した学習が必要であるということを強調している。しかし、この研究は、教

室内での学習という学校制度の前提の中で実施されており、職業的アイデンティティも

職業的実践も全て教室内で設定されたバーチャルなものである。これによりある程度は

学習動機が高まり学習効果が期待できるとは考えられるが、この学習方法は、� Lave& 
Wengerが本来主張している、学習者が実際の業務に携わることが学習であるという正

統的周辺参加とは言えないであろう O 

ESP教育において、本格的に状況論的アプローチを取り入れることについては問題も

ある。元来、� ESP教育は知識を学習者に伝え、身につけさせることができるという前提

に立脚しているが、状況論では知識は状況とのインターアクションの中にあり、頭の中

にあるものではないと主張する。更に、� Lave& Wenger (1991) は、学校教育での教室

内での学習が社会的実践の場にそのまま転移するという学習転移理論に疑問を投げかけ

ている o Wenger (1998) では、更に、その学習転移理論への批判を明確に打ち出し、

企業での実践現場から隔離された教室で、の教育・研修を取り上げ、それは学習の重要な

源泉である実践そのものを無視した考え方であると批判し、学習が社会的実践から切り

離されるものではないと主張する。そういった全く異なった知識観や学習観を基盤とし

ている上に、状況的学習論では具体的な教育法などは示されてないので、状況論をその

まま� ESP教育に応用することは難しい。しかし、前述の� ESP教育のデ、イスコース・コ

ミュニティと状況的学習論の実践共同体の共通点を鍵として� ESP教授法に基づいたコ

ースデザインを行なえば、双方の学習を促すような教育が可能ではないだろうか。� 

3.2 インターンシップにおける英語学習

以上のように、職場での経験学習論と状況的学習論、及び、それらと� ESP教育との

関連性を考察した。本研究で述べる海外インターンシップは、研修期間が限られてはい

るが、学習者が社会文化的集団であるホテルで、実際に仕事をするという実践を行う為、

様々な学習ができることが期待され、英語学習もその重要な部分を占める。そして、大

学教育において、社会的実践での学習を促し、サポートするような適切な� ESP教育を

海外インターンシップの前後に行うことで、更に学習効果を高めることができるのでは

ないだろうか。次節からは、海外インターンシップと連携した� ESP教授法に基づいた

具体的な英語教育について考察する。� 

4. ESP教授法によるコースデザイン� 

ESPは学習者が現在、又は、将来所属するディスコース・コミュニティ(職業や研究� 
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分野等)への視点があり、その中での英語能用を分析し教舟する為、学習効果が高いと

言われる。 ESP教育を特徴づけるものは、学習者や学習者が所員するヂィスコース・

ミュニティのニーズ?に対する強い意識であり、それを教育に生かすことである。 

4.1 ニーズ分析 

ESP教背は、学習者と学習者が所属する社会的集団のニーズに対応する為、ニーズ分

析に基づいて実施される。通常、ニ…ズ分析は多くの情報源により多角的に行われるが、

本穣の教育の場合は、学習者自身と研諺先のホテルが主要なニ…ズ合析の対象となる。

まず、ホテルでは部署によって業務内容が大きく異なる為、どの部署でインターンシッ

プを行うのかを、 ESP教育を開始する前にホテルとの協議で決めておくことが重要であ

る。伊lえば、レストランで勤務する場合は、メニューは、料理や欽料の名前や調理法等

な情報源となる。ホテルから事前に送付してもらったり、

情報はホテルのウこじブサイトから入手したりすることも可能かもしれない。また、ベル

サーピスであれば、ホテル全体の脊部署の配緩や内容(向識にどのよう

どのようなサービスを栂供しているか、また、それらの営業持関等)

ホテルのウェプサイトで知ることが可能であろう。 また、実際iこ

(上記のレストラン激務の場合は、{タjえば、オーダ…テイキング、

ピスの場合は、チぶツクイン時の客室への案内、市内説光案内等)とそれに必要な英語

表現について調査し、その…1こで学習者の育長力に照らして教育内を決定することが重要

である。これらの培報に基づき ESP授業を行えば、学調者自身も、インターンシップ

が詩前に迫っているので¥英語学習の必要性を感ヒ、 の動機づけも高まって、 

効果;も上がる(Iwai，200針。 

4.2 教材と数帯内容

ESP教背では教材の選定や提i其もニ…ズ、分析の結果に恭づいて行うが、職場で必婆な

に着官する為、しばし話、職場で使われている英語素材を教材に応用する。例

ば、前項で述べたレストランのメニューはその好例で、記述怠れている料飲メニュー

の名前を学費したり、授業でオーダーテイキングのシチュエ…ションを授業でのタスク

として練習したりすることもできる。

また、既存の教材を学習者のニーズに合わせて使躍する方法もあるc ホテルで、の英会

、ては、いくつかの書籍が出験されているので、それらの教材でホテル業界共通

の基礎的な表現を学ぶこともで、ぎる。また、 lwai& Nozawa (2010)が開発したホテル

英語のかLearning教材も応用可能である(弱 4)。本教材はホテルで、のニーズ分析に基

づいて業務に必要な英語表現に談って製作した。教材が取り扱った部署と内容詰図 5

した。また、多様な業務をビデオで再現した為、ホテル業務で必要な英語表現だけで

く、ホテルオベレーションの内容も学習できる。 
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留5: e-Leaming教材の内

部署� i 

電話オペレーター

信語予乾

フロント

アシスタントマネジャ-&
コンシェ/レジュ

ビジネスサロン

ベルサービス

レストラン

英語学習の効果

業部署轄で共通する内容iまいずれかの部署;こ

ホテルへの道案内(空選や主要鉄道較から)

、予的変更(電話)

チェックイン・アウト、外黄両替、部墨替え、

ゲストの病気対応、観光案内

関� 6でこのかLearning教材を使丹lした大学生の;意識調査

の結果を示し 部名のうち70覧以上の学習者がこの教牲を使用して、英語能力が向上

したと回答し したj と包容した学習者� (50名)に向上した英語スキノレ

を尋ねると、 リスニングスキルが向としたと図書;したG 英語のりスニン

グスキルは、接客寄:のね コミュニケーションで霊安:であるので、本教幹も有効な

教材の選択肢にY去る フ。

間6:e-Le縦割滋g教特捜揮f圭の英語室長カの変住� (n 66) 
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4.3インターンシップ報告欝

インターンシッブ研修中は、主olb (1984)の経験学滑モ A
会
」

内省

を促す課題として、インターンシップ報告舎の作成を課す。報 には、学習者は英語

だけで会く、ホテル業務についても、学習した内容、業務としてできたこと、できなか

った(失敗した〉こと、皮省点、及び、今後の改善点について、 E誌の形で記童まする。

とれにより、設々の業務と業務の後で、 Kolbの学習サイクルのうち、特に内省と抽象

的な盟解、及び、能動的な試行を意識させることができる。更に、翌自の研僚で実際に

反省点を改善した作動が敢れれば、学習サイクルの 4つのステッブ全てを経験すること

になる。また、英語で失敗したことや凶ったことについての記述は、学習者の英語能力

について、到達目標レベルより欠けている点と見なすことができ、学習者の次の学関の

日蝶になるだけでなく、この ESP教脊会担当する教員にとっては、ニーズ分析の一環

となり、インターンシップ後の綬業や、次年度の ESP教育に取り入れることができる。 

4.4書留

評鎮のあり方は学習者の学習動機安大きく左右する。言語能力を問うことだけに焦

をおいた一般英語教育のテストでは、テストで良い成績を取ることが学習者の学習の目

標となってしまう可能性もある。本来、ホテル業の為の ESP教育の目的辻、詰語能力

だけではなく、英語を使つてのホテルスタッフとしての業務遂行、即ち、ホス rタリテ

ィ益れる応械ができることであるの議って、テストもその能力を評髄するものでなけれ

ばならない。 Lumley (1998) も、 ESPの評fiffi'こ際しては、設語能力を組えて、職業的

遂行能力を考摩する必要があると述べている。従って、インターンシッブの為の ESP

教育の詩編は、教員による、首荷知識とホテルスタップとしてのコミュニケーション言主

力を測定するテストlを実施した上で、学習者の研修先での業務遂行能力を評髄してい

る、研修先のスーパーパイザ一等の熟練者からの報告を参考iこすることが右 効であろう。A

とっては、このような研修先の f本物のJホテルスタップから受ける評価は、

真に自分がどけだけ仕事で貿献できたかを知る手がかりとなる Q また、状況論的規点か

らは、今回のインタ…ンシッブにおける熟練者からの評価は、将来、学習者が所麗する

かもしれないホテル業界のデ、イスコース・コミュニティでの自分のアイヂンティティの

を形成する。その為、この評価は、学習者の今後の学習に対して大きな指針となり、

動機に繋がっていくと考える。 

5.おおりに

本稿では、職場で有為主人材となる道程としての学習論告?概観しながら、経験学習論

と状況的学捜論の観点を意識した ESP教授法によるホテルでの海外インターンシッブ

と連携した英語教育について考察した。特に状況的学習論と ESP教育では、学習観が

異なっているが、人ほどのように学習するかということを議論している点では共通して

おり、学校教育に欠けていた社会的実践をインターンシップに取り入れることで、 ESP

教育の効果を高めることが期待される。また、問時に、 ESP教吾の中で¥インタ…ンシ

ッブの報告書を学生に作成させることにより、経験学習議の学習サイクノレを学習者 

-66 



主せて、英語を含む職場(インターンシッブ)での学習を高めることを扱いとし

このように、職場での学習論と� ESP教授法を融合させることにより、� J.J方の学習を促

すことが期待される。

海外での本権的なインターンシッブは受け入れ先と学生のニ…ズが合わないなど実現

が難しい点はある� しかしながら、前述のように職業体験と英語学習、双方に相乗効果O

が期待される為、教育プログラムとしては意義深いc 今回は理論的な考察に留まったが、

今哉は学習者の英語学習を質的ι分析するなど、実証的な研究が待たれてし、る。� 

2 授業の仁t"'{'ホテル英語の選手門分野の検定試験である観光英語検定を利用するととも可能てブあるじ

これは最終評価というよりも寧ろ、英語授業の最初に観光英語検定惨事?紹介し、この機定試験の対療も

授業目標の� lつ左す鳴れば、学生の学習窓欲も高まりやすいと考える。また、学習者が卒業後仁実際に

ホテノレ業弊を目指す場合l土、この観光英詩検定の準備として学習した内容だけでなく、資格を習得で

きればそれも役立つであろう。
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